

























るにとどめる [7]｡図 1のキュリー 温度 Tcともう一つの相転移温度 T'及び超
伝導転移温度 Tscに対する圧力相図に示すように､UGe2は強磁性状態で超伝導
が出現する｡
















正方晶 ceRh2Si2は磁気的性質が RKKY 相互作用に基づくような普通の反強
磁性体であり､電子比熱係数γ-23mJ/K2･molと小さく､LaRh2Si2の2倍であるO
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図 6 CeRhln5の(a)dHvA振動数と(b)サイクロトロン有効質量の圧力依存性
以上､3つの異なる物質で加圧下でのドハース ･フアンアルフェン効果の実
験結果を示した｡まだ､UGe2の実験は不充分であり､また CeRun5も 2.1GPa
以上が行われていない｡これからの課題である｡
本研究は COE(10CE2004)の援助で行われた｡また､小林連生､播磨尚朝､
山上浩志､芳賀芳範､山本悦嗣､荒木新吉､摂待力生各氏の協力で行われたも
のである｡
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